
(57)【要約】

【課題】所定のネットワークに接続された複数の電子内

視鏡装置を有する電子内視鏡システムであって、電子内

視鏡装置の使用者が、他の電子内視鏡装置の使用者から

の評価が高い電子内視鏡装置設定用の設定値を得ること

が可能なものを提供する。

【解決手段】電子内視鏡システムは、複数の電子内視鏡

装置とネットワークを介して接続され複数の電子内視鏡

装置とデータ通信可能に構成された設定値提供サーバと

、電子内視鏡装置の動作パラメータの設定値を前記サー

バに送信する設定値送信手段とを備え、設定値提供サー

バは、複数の電子内視鏡装置から該設定値を受信する設

定値受信手段と、設定値受信手段により受信した該設定

値に基づいて参照用設定値を生成する参照用設定値生成

手段と、参照用設定値を複数の電子内視鏡装置に送信可

能に構成された参照用設定値送信手段と、を有する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 電 子 内 視 鏡 装 置 と 、
　 前 記 複 数 の 電 子 内 視 鏡 装 置 と ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 接 続 さ れ 、 前 記 複 数 の 電 子 内 視 鏡 装
置 と デ ー タ 通 信 可 能 に 構 成 さ れ た 設 定 値 提 供 サ ー バ と 、
　 前 記 電 子 内 視 鏡 装 置 の 動 作 パ ラ メ ー タ の 設 定 値 を 前 記 サ ー バ に 送 信 す る 、 設 定 値 送 信 手
段 と 、 を 備 え た 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 前 記 設 定 値 提 供 サ ー バ は 、
　 　 　 前 記 複 数 の 電 子 内 視 鏡 装 置 か ら 該 設 定 値 を 受 信 す る 、 設 定 値 受 信 手 段 と 、
　 　 　 前 記 設 定 値 受 信 手 段 に よ り 受 信 し た 該 設 定 値 に 基 づ い て 参 照 用 設 定 値 を 生 成 す る 、
参 照 用 設 定 値 生 成 手 段 と 、
　 　 　 前 記 参 照 用 設 定 値 を 、 前 記 複 数 の 電 子 内 視 鏡 装 置 に 送 信 可 能 に 構 成 さ れ た 、 参 照 用
設 定 値 送 信 手 段 と 、
　 　 　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 、 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 該 参 照 用 設 定 値 が 前 記 内 視 鏡 装 置 の 推 奨 設 定 値 を 含 み 、
　 前 記 電 子 内 視 鏡 装 置 は 、 該 推 奨 設 定 値 の 送 信 を リ ク エ ス ト す る 推 奨 設 定 値 リ ク エ ス ト 手
段 を 有 し 、
　 前 記 設 定 値 提 供 サ ー バ は 、 前 記 設 定 値 受 信 手 段 に よ り 受 信 し た 該 設 定 値 を 設 定 値 情 報 と
し て 複 数 記 憶 す る デ ー タ 記 憶 手 段 を 有 し 、
　 前 記 参 照 用 設 定 値 生 成 手 段 は 、 前 記 デ ー タ 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ た 複 数 の 設 定 値 情 報 に 基
づ い て 該 推 奨 設 定 値 を 生 成 し 、
　 前 記 参 照 用 設 定 値 送 信 手 段 は 、 生 成 さ れ た 推 奨 設 定 値 を 該 推 奨 設 定 値 の 送 信 を リ ク エ ス
ト し た 電 子 内 視 鏡 装 置 に 送 信 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 推 奨 値 リ ク エ ス ト 手 段 は 、 該 推 奨 設 定 値 の 送 信 を リ ク エ ス ト す る 際 に 前 記 電 子 内 視
鏡 装 置 に 接 続 さ れ て い る 電 子 内 視 鏡 の 情 報 を 前 記 設 定 値 提 供 サ ー バ に 送 信 す る 、 こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 参 照 用 設 定 値 生 成 手 段 は 、 該 複 数 の 設 定 値 情 報 に 含 ま れ る 頻 度 の 最 も 高 い 設 定 値 を
該 推 奨 設 定 値 と し て 選 択 す る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ か ら ３ の い ず れ か に 記 載 の 電 子
内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 設 定 値 送 信 手 段 は 、 設 定 値 と 共 に こ の 設 定 値 に 対 す る 評 価 情 報 を 前 記 設 定 値 提 供 サ
ー バ に 送 信 可 能 で あ り 、
　 前 記 参 照 用 設 定 値 生 成 手 段 は 、 該 複 数 の 設 定 値 情 報 に 含 ま れ る 設 定 値 の 頻 度 を 該 評 価 情
報 に よ っ て 重 み 付 け し 、 重 み 付 け 後 の 頻 度 が 最 も 高 い 設 定 値 を 該 推 奨 設 定 値 と し て 選 択 す
る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ か ら ３ の い ず れ か に 記 載 の 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 設 定 値 送 信 手 段 は 、 設 定 値 と 共 に こ の 設 定 値 を 設 定 し た 使 用 者 に 関 す る 使 用 者 情 報
を 前 記 設 定 値 提 供 サ ー バ に 送 信 可 能 で あ り 、
　 前 記 電 子 内 視 鏡 装 置 は 、 特 定 の 使 用 者 に よ っ て 設 定 さ れ た 設 定 値 の 前 記 設 定 値 提 供 サ ー
バ か ら の 取 得 を リ ク エ ス ト す る 為 の 特 定 設 定 値 取 得 リ ク エ ス ト 手 段 を 有 し 、
　 該 参 照 用 設 定 値 が 特 定 の 使 用 者 に よ っ て 設 定 さ れ た 設 定 値 を 含 み 、
　 前 記 参 照 用 設 定 値 生 成 手 段 は 、 該 特 定 の 使 用 者 に よ っ て 設 定 さ れ た 設 定 値 を 抽 出 し 、
　 前 記 参 照 用 設 定 値 送 信 手 段 は 、 抽 出 さ れ た 設 定 値 を 該 設 定 値 の 送 信 を リ ク エ ス ト し た 電
子 内 視 鏡 装 置 に 送 信 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ５ の い ず れ か に 記 載 の 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
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　 前 記 設 定 値 送 信 手 段 は 、 前 記 電 子 内 視 鏡 装 置 に 内 蔵 さ れ て い る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ か ら ６ の い ず れ か に 記 載 の 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 所 定 の ネ ッ ト ワ ー ク に 接 続 さ れ た 複 数 の 電 子 内 視 鏡 装 置 を 有 す る 電 子 内 視 鏡
シ ス テ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 電 子 内 視 鏡 は 、 電 子 内 視 鏡 の Ｃ Ｃ Ｄ か ら の 画 像 信 号 を 処 理 し て モ ニ タ 等 の 出 力 手 段 に 表
示 さ せ る 為 の 信 号 処 理 装 置 （ プ ロ セ ッ サ ） と 接 続 さ れ て 電 子 内 視 鏡 装 置 と し て 使 用 さ れ る
。 近 年 、 電 子 内 視 鏡 装 置 と サ ー バ と を 所 定 の ネ ッ ト ワ ー ク （ Ｌ Ａ Ｎ 等 ） を 介 し て 接 続 し 、
電 子 内 視 鏡 や プ ロ セ ッ サ の 管 理 を 行 う 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム が 考 案 さ れ て い る 。 例 え ば 、 特
許 文 献 １ の 内 視 鏡 シ ス テ ム に お い て は 、 電 子 内 視 鏡 の 操 作 ボ タ ン へ の 機 能 の 割 り 当 て 情 報
を サ ー バ か ら 取 得 可 能 と な っ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ２ ０ ９ １ ５ １
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 の よ う な 構 成 に お い て は 、 予 め 電 子 内 視 鏡 装 置 の 機 種 ご と に 決 め ら
れ た 設 定 値 を 受 信 す る の み で あ り 、 例 え ば 他 の 術 者 か ら の 評 価 が 高 い 設 定 値 を 得 る 、 と い
っ た 複 雑 な 処 理 に は 対 応 し て い な い 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 の 問 題 に 鑑 み 、 本 発 明 は 、 他 の 電 子 内 視 鏡 装 置 の 使 用 者 か ら の 評 価 が 高 い 設 定 値 を
得 る こ と が 可 能 な 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る 為 、 本 発 明 の 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム は 、 複 数 の 電 子 内 視 鏡 装 置 と ネ
ッ ト ワ ー ク を 介 し て 接 続 さ れ 複 数 の 電 子 内 視 鏡 装 置 と デ ー タ 通 信 可 能 に 構 成 さ れ た 設 定 値
提 供 サ ー バ と 、 電 子 内 視 鏡 装 置 の 動 作 パ ラ メ ー タ の 設 定 値 を 前 記 サ ー バ に 送 信 す る 設 定 値
送 信 手 段 と を 備 え 、 設 定 値 提 供 サ ー バ は 、 複 数 の 電 子 内 視 鏡 装 置 か ら 該 設 定 値 を 受 信 す る
設 定 値 受 信 手 段 と 、 設 定 値 受 信 手 段 に よ り 受 信 し た 該 設 定 値 に 基 づ い て 参 照 用 設 定 値 を 生
成 す る 参 照 用 設 定 値 生 成 手 段 と 、 参 照 用 設 定 値 を 複 数 の 電 子 内 視 鏡 装 置 に 送 信 可 能 に 構 成
さ れ た 参 照 用 設 定 値 送 信 手 段 と 、 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ こ で 、 例 え ば 参 照 用 設 定 値 が 内 視 鏡 装 置 の 推 奨 設 定 値 を 含 み 、 電 子 内 視 鏡 装 置 は 推 奨
設 定 値 の 送 信 を リ ク エ ス ト す る 推 奨 設 定 値 リ ク エ ス ト 手 段 を 有 し 、 設 定 値 提 供 サ ー バ は 、
前 記 設 定 値 受 信 手 段 に よ り 受 信 し た 設 定 値 を 設 定 値 情 報 と し て 複 数 記 憶 す る デ ー タ 記 憶 手
段 を 有 し 、 参 照 用 設 定 値 生 成 手 段 は デ ー タ 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ た 複 数 の 設 定 値 情 報 に 基 づ
い て 該 推 奨 設 定 値 を 生 成 し 、 参 照 用 設 定 値 送 信 手 段 は 生 成 さ れ た 推 奨 設 定 値 を 該 推 奨 設 定
値 の 送 信 を リ ク エ ス ト し た 電 子 内 視 鏡 装 置 に 送 信 す る 、 構 成 と し て も よ い 。 こ の よ う な 構
成 と す る と 、 他 の 術 者 が 採 用 し た 設 定 値 に 基 づ い た 最 適 な 推 奨 設 定 値 を 得 る こ と が 可 能 で
あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 参 照 用 設 定 値 生 成 手 段 は 、 複 数 の 設 定 値 情 報 に 含 ま れ る 頻 度 の 最 も 高 い 設 定 値 を
推 奨 設 定 値 と し て 選 択 す る 構 成 と し て も よ い 。 或 い は 、 設 定 値 送 信 手 段 は 、 設 定 値 と 共 に
こ の 設 定 値 に 対 す る 評 価 情 報 を 設 定 値 提 供 サ ー バ に 送 信 可 能 で あ り 、 参 照 用 設 定 値 生 成 手
段 は 複 数 の 設 定 値 情 報 に 含 ま れ る 設 定 値 の 頻 度 を 評 価 情 報 に よ っ て 重 み 付 け し 、 重 み 付 け
後 の 頻 度 が 最 も 高 い 設 定 値 を 該 推 奨 設 定 値 と し て 選 択 す る 構 成 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
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　 ま た 、 設 定 値 送 信 手 段 は 、 設 定 値 と 共 に こ の 設 定 値 を 設 定 し た 使 用 者 に 関 す る 使 用 者 情
報 を 設 定 値 提 供 サ ー バ に 送 信 可 能 で あ り 、 電 子 内 視 鏡 装 置 は 、 特 定 の 使 用 者 に よ っ て 設 定
さ れ た 設 定 値 の 設 定 値 提 供 サ ー バ か ら の 取 得 を リ ク エ ス ト す る 為 の 特 定 設 定 値 取 得 リ ク エ
ス ト 手 段 を 有 し 、 参 照 用 設 定 値 が 特 定 の 使 用 者 に よ っ て 設 定 さ れ た 設 定 値 を 含 み 、 参 照 用
設 定 値 生 成 手 段 は 特 定 の 使 用 者 に よ っ て 設 定 さ れ た 設 定 値 を 抽 出 し 、 参 照 用 設 定 値 送 信 手
段 は 抽 出 さ れ た 設 定 値 を 設 定 値 の 送 信 を リ ク エ ス ト し た 電 子 内 視 鏡 装 置 に 送 信 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の よ う な 構 成 と す る と 、 電 子 内 視 鏡 装 置 の 使 用 者 は 、 例 え ば 、 著 名 な 医 師 に よ る 設 定
値 を 参 照 し な が ら 設 定 値 を 適 宜 設 定 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 他 の 術 者 か ら の 評 価 が 高 い 設 定 値 を 得 る こ と が 可 能 な
電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム が 実 現 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ き 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 実 施 形 態 の 電
子 内 視 鏡 シ ス テ ム の 全 体 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 １ に 示 さ れ て い る よ う に 、 本 実 施 形
態 の 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム １ は 、 そ れ ぞ れ 電 子 内 視 鏡 １ １ ０ と プ ロ セ ッ サ １ ２ ０ と モ ニ タ １
３ ０ と か ら 成 る 複 数 の 電 子 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ と 、 こ の 電 子 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ と 所 定 の ネ ッ
ト ワ ー ク を 介 し て 接 続 さ れ る 設 定 値 提 供 サ ー バ ２ ０ ０ と を 備 え る 。 電 子 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０
の プ ロ セ ッ サ １ ２ ０ と 、 設 定 値 提 供 サ ー バ ２ ０ ０ と を 接 続 す る ネ ッ ト ワ ー ク は 例 え ば イ ー
サ ネ ッ ト （ 登 録 商 標 ） 等 を 利 用 し た Ｌ Ａ Ｎ （ Ｌ ｏ ｃ ａ ｌ 　 Ａ ｒ ｅ ａ 　 Ｎ ｅ ｔ ｗ ｏ ｒ ｋ ） で
あ る 。 或 い は 、 電 子 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ の プ ロ セ ッ サ １ ２ ０ が Ａ Ｄ Ｓ Ｌ 、 ダ イ ヤ ル ア ッ プ 接
続 な ど を 用 い て イ ン タ ー ネ ッ ト 経 由 で 設 定 値 提 供 サ ー バ ２ ０ ０ に 接 続 す る 構 成 で あ っ て も
良 い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 プ ロ セ ッ サ １ ２ ０ に は 、 電 子 内 視 鏡 １ １ ０ が 着 脱 可 能 に 接 続 さ れ る 。 プ ロ セ ッ サ １ ２ ０
は 、 接 続 さ れ て い る 電 子 内 視 鏡 １ １ ０ の ラ イ ト ガ イ ド に 照 明 光 を 供 給 す る 為 の 光 源 装 置 と
し て の 機 能 を 有 す る 。 さ ら に プ ロ セ ッ サ １ ２ ０ は 、 電 子 内 視 鏡 １ １ ０ の Ｃ Ｃ Ｄ に よ っ て 撮
像 さ れ た 映 像 信 号 を 処 理 し 、 処 理 の 結 果 得 ら れ た 映 像 を 所 定 の 形 式 （ Ｎ Ｔ Ｓ Ｃ 形 式 な ど ）
の 映 像 信 号 に 変 換 し 、 こ れ を モ ニ タ １ ３ ０ や そ の 他 の 出 力 装 置 （ ビ デ オ プ リ ン タ 等 、 不 図
示 ） の 出 力 手 段 に 出 力 す る 信 号 処 理 装 置 と し て の 機 能 を も 有 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 プ ロ セ ッ サ １ ２ ０ は 、 電 子 内 視 鏡 １ １ ０ か ら の 映 像 信 号 を 処 理 す る 際 、 画 像 信 号 に 各 種
画 像 処 理 を 行 う こ と が で き る 。 例 え ば 、 画 像 の 輝 度 を 調 整 す る ブ ラ イ ト ネ ス 調 整 処 理 、 画
像 の γ 値 を 調 整 す る γ 値 調 整 処 理 、 画 像 の エ ッ ジ 強 調 を 行 う エ ン ハ ン ス 処 理 、 画 像 の 色 差
補 正 を 行 う カ ラ ー バ ラ ン ス 調 整 処 理 を 行 う 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 実 施 形 態 の 構 成 に お い て は 、 こ れ ら の 画 像 処 理 の 際 に 用 い る 設 定 値 を 設 定 値 提 供 サ ー
バ ２ ０ ０ か ら ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 取 得 す る こ と が で き る 。 プ ロ セ ッ サ １ ２ ０ に 接 続 さ れ
る 電 子 内 視 鏡 １ １ ０ は 、 一 般 に そ の 電 子 内 視 鏡 １ １ ０ に よ っ て 観 察 さ れ る 部 位 （ 呼 吸 器 、
胃 、 十 二 指 腸 、 直 腸 等 ） に 応 じ て 異 な る 種 類 の も の が 使 用 さ れ る 。 こ の た め 、 接 続 さ れ た
電 子 内 視 鏡 １ １ ０ の 種 類 に 応 じ て 最 適 な 画 像 処 理 の 設 定 値 は あ る 程 度 決 ま っ て く る も の と
考 え ら れ る 。 た だ し 、 電 子 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ の 術 者 の 嗜 好 等 に よ っ て こ の 最 適 値 は 変 動 し
う る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の た め 、 本 実 施 形 態 の 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム １ に お い て は 、 電 子 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ が 術
者 の ユ ー ザ Ｉ Ｄ と 、 電 子 内 視 鏡 １ １ ０ の 機 種 Ｉ Ｄ と を 設 定 値 提 供 サ ー バ ２ ０ ０ に 送 信 し 、
設 定 値 提 供 サ ー バ ２ ０ ０ は こ れ ら の Ｉ Ｄ を 用 い て 最 適 な 設 定 値 を 算 出 す る 。 算 出 さ れ た 設
定 値 は 、 電 子 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ に 送 信 さ れ 、 電 子 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ の プ ロ セ ッ サ １ ２ ０ は
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こ の 設 定 値 を 用 い て 画 像 処 理 を 行 う 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ こ で 、 電 子 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ の 術 者 が 、 設 定 値 提 供 サ ー バ ２ ０ ０ よ り 提 供 さ れ た 設 定
値 で 電 子 内 視 鏡 １ １ ０ に よ る 観 察 に 不 具 合 を 感 じ た 場 合 は 、 手 動 操 作 で こ の 設 定 値 を 適 宜
調 整 す る こ と が で き る 。 ま た 、 こ の 設 定 値 の 調 整 が 完 了 し た 後 、 術 者 の 操 作 に よ っ て こ の
設 定 値 を 設 定 値 提 供 サ ー バ ２ ０ ０ に 送 信 す る こ と が で き る 。 送 信 さ れ た 設 定 値 は 、 以 降 の
設 定 値 算 出 時 に 利 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 設 定 値 提 供 サ ー バ ２ ０ ０ の 構 成 に 付 き 、 以 下 説 明 す る 。 図 ２ は 、 設 定 値 提 供 サ ー バ ２ ０
０ の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 設 定 値 提 供 サ ー バ ２ ０ ０ は 、 各 種 設 定 値 情 報 を 記 憶 す る ス ト レ ー
ジ （ 記 憶 装 置 ） ２ １ ０ と 、 こ の ス ト レ ー ジ ２ １ ０ か ら 設 定 値 情 報 を 読 み 出 し て 最 適 な 設 定
値 を 算 出 す る 設 定 値 演 算 ユ ニ ッ ト ２ ２ ０ と 、 電 子 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ と の 間 で 情 報 （ 設 定 値
、 Ｉ Ｄ 等 ） の 送 受 信 を 行 う 為 の ネ ッ ト ワ ー ク ア ダ プ タ ２ ３ ０ と を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 設 定 値 情 報 は 、 図 ３ の よ う な 形 式 で ス ト レ ー ジ に 保 存 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 設 定 値 Ｉ
Ｄ 、 ユ ー ザ Ｉ Ｄ 、 機 種 Ｉ Ｄ 、 評 価 点 、 デ ー タ 公 開 の 可 否 情 報 、 設 定 値 が こ の 順 に 記 録 さ れ
る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 設 定 値 Ｉ Ｄ と は 、 内 視 鏡 装 置 か ら の 設 定 値 情 報 ご と に 付 与 さ れ る ユ ニ ー ク な Ｉ Ｄ で あ り
、 各 設 定 値 情 報 を 識 別 す る 為 の Ｉ Ｄ で あ る 。 ま た 、 評 価 点 と は 、 術 者 が 設 定 値 を 設 定 値 提
供 サ ー バ ２ ０ ０ に 送 信 す る 時 に 入 力 可 能 な 値 で あ り 、 こ れ は 設 定 値 、 ユ ー ザ Ｉ Ｄ 、 機 種 Ｉ
Ｄ と 共 に 設 定 値 提 供 サ ー バ ２ ０ ０ に 送 信 可 能 で あ る 。 本 実 施 形 態 に お い て は 、 評 価 点 は ３
段 階 評 価 で あ り 、 評 価 点 ３ が 高 い 評 価 、 評 価 点 １ が 低 い 評 価 、 評 価 点 ２ が 中 間 の 評 価 を 示
す 。 な お 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 術 者 が 特 に 評 価 点 を 設 定 し な い 場 合 は 中 間 の 評 価 、 す
な わ ち 評 価 点 ２ が 設 定 値 提 供 サ ー バ ２ ０ ０ に 送 信 さ れ る 。 デ ー タ 公 開 の 可 否 情 報 と は 、 こ
の デ ー タ を 術 者 の 氏 名 と と も に 他 の ユ ー ザ に 送 信 し て も 良 い か ど う か を 判 別 す る 為 の フ ラ
グ で あ る 。 こ の 情 報 は 、 後 述 す る 設 定 値 閲 覧 機 能 に て 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て は 、 設 定 値 演 算 ユ ニ ッ ト ２ ２ ０ は 、 以 下 の 手 順 に よ っ て 設 定 値 の 推
奨 値 を 算 出 す る 。 ま ず 、 電 子 内 視 鏡 １ ０ ０ の 術 者 が 本 実 施 形 態 の シ ス テ ム を 使 用 す る 為 に
、 術 者 の ユ ー ザ 登 録 が 行 わ れ る 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 電 子 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ を 起 動 す る
と 、 図 ４ の 様 な ロ グ イ ン 画 面 が 電 子 内 視 鏡 １ ０ ０ に 接 続 さ れ た モ ニ タ １ ３ ０ に 表 示 さ れ る
。 術 者 は 、 こ の 画 面 を 参 照 し な が ら 電 子 内 視 鏡 １ ０ ０ に 接 続 さ れ た キ ー ボ ー ド や マ ウ ス を
操 作 し て ユ ー ザ Ｉ Ｄ 及 び パ ス ワ ー ド （ 後 述 ） を 入 力 し 「 Ｏ Ｋ 」 ボ タ ン を 操 作 す る （ 例 え ば
マ ウ ス 等 の ポ イ ン テ ィ ン グ デ バ イ ス を 操 作 し て こ の ボ タ ン の 上 に カ ー ソ ル を 移 動 し 、 そ こ
で ポ イ ン テ ィ ン グ デ バ イ ス の ボ タ ン を ク リ ッ ク す る ） と 、 ユ ー ザ Ｉ Ｄ が 設 定 値 提 供 サ ー バ
２ ０ ０ に 送 信 さ れ る 。 術 者 に ユ ー ザ Ｉ Ｄ が ま だ 与 え ら れ て い な い 場 合 は 、 図 中 の 「 新 規 登
録 」 ボ タ ン を 操 作 す る 。 そ う す る と 、 図 ５ に 示 さ れ る ユ ー ザ 登 録 画 面 が モ ニ タ １ ３ ０ 上 に
表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 に 、 術 者 は 、 ユ ー ザ 登 録 画 面 を 参 照 し な が ら 術 者 の 氏 名 、 パ ス ワ ー ド を 入 力 す る 。 次
い で 、 術 者 は 「 登 録 」 ボ タ ン を 操 作 し て 登 録 処 理 を 完 了 さ せ る 。 こ の 結 果 、 パ ス ワ ー ド 、
術 者 氏 名 、 電 子 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ の 設 置 場 所 情 報 （ 病 院 名 ） か ら 構 成 さ れ る 登 録 情 報 が 設
定 値 提 供 サ ー バ ２ ０ ０ に 送 信 さ れ る 。 な お 、 設 置 場 所 情 報 は こ の 電 子 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ を
設 置 す る 際 に 電 子 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ の 図 示 し な い 記 憶 手 段 （ ハ ー ド デ ィ ス ク な ど ） に 記 録
さ れ 、 登 録 時 に 記 憶 手 段 か ら 読 み 出 さ れ て 設 定 値 提 供 サ ー バ ２ ０ ０ に 送 信 さ れ る 。 設 定 値
提 供 サ ー バ ２ ０ ０ は 、 こ の 登 録 情 報 を 受 信 す る と 、 ユ ニ ー ク な ユ ー ザ Ｉ Ｄ を 生 成 し て こ の
登 録 情 報 に 関 連 づ け た 上 で 、 こ の ユ ー ザ Ｉ Ｄ を 電 子 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ に 送 信 す る 。 受 信 さ
れ た ユ ー ザ Ｉ Ｄ は 、 電 子 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ の モ ニ タ に 表 示 さ れ る 。 こ れ に よ っ て 、 術 者 は
図 ４ の ロ グ イ ン 画 面 で ユ ー ザ Ｉ Ｄ と パ ス ワ ー ド を 入 力 し て こ れ を 設 定 値 提 供 サ ー バ ２ ０ ０
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に 送 信 で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ４ の ロ グ イ ン 画 面 を 操 作 し て ユ ー ザ Ｉ Ｄ を 設 定 値 提 供 サ ー バ ２ ０ ０ に 送 信 す る と 、 電
子 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ の モ ニ タ に は 、 図 ６ の 自 動 設 定 選 択 画 面 が 表 示 さ れ る 。 術 者 は 、 こ の
画 面 を 参 照 し な が ら マ ウ ス 等 を 操 作 し て 、 設 定 値 を 設 定 値 提 供 サ ー バ ２ ０ ０ か ら 得 る か 、
そ れ と も 手 動 で 設 定 値 を 入 力 す る か の 選 択 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ６ の 画 面 に お い て 、 「 設 定 を 自 動 的 に 行 い ま す か ？ 」 と い う 問 い 合 わ せ に 対 し て 「 Ｙ
ｅ ｓ 」 ボ タ ン を 操 作 を し て 、 設 定 値 を 設 定 値 提 供 サ ー バ ２ ０ ０ か ら 得 る こ と を 術 者 が 選 択
し た 場 合 は 、 そ の 選 択 が 設 定 値 提 供 サ ー バ ２ ０ ０ に 報 知 さ れ 、 設 定 値 提 供 サ ー バ ２ ０ ０ は
後 述 す る 手 法 に よ り 適 切 な 設 定 値 を 算 出 し 、 こ れ を 電 子 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ に 送 信 す る 。 こ
の 結 果 、 電 子 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ の モ ニ タ に は 、 図 ７ の よ う な 設 定 確 認 画 面 が 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 設 定 確 認 画 面 に は 、 設 定 値 提 供 サ ー バ ２ ０ ０ か ら 送 信 さ れ た 設 定 値 （ 推 奨 値 ） が 表 示 さ
れ る 。 具 体 的 に は 、 現 在 使 用 し て い る 内 視 鏡 と 同 一 の 型 の 内 視 鏡 を 使 用 し た 全 て の 術 者 の
評 価 結 果 に 基 づ い て 算 出 さ れ た 第 １ 推 奨 値 と 、 現 在 こ の 電 子 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ を 使 用 し て
い る 術 者 自 身 に よ る 評 価 結 果 に 基 づ い て 算 出 さ れ た 第 ２ 推 奨 値 と が 表 示 さ れ る 。 術 者 は 、
こ の 設 定 確 認 画 面 を 参 照 し て 、 第 １ 推 奨 値 と 第 ２ 推 奨 値 の い ず れ を 使 用 す る か 、 或 い は こ
の 推 奨 値 を 修 正 し て 使 用 す る か の 選 択 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 図 ７ に お い て 、 図 中 の 「 第 １ 推 奨 値 に 基 づ い て 手 動 修 正 」 ボ タ ン 又 は 「 第 ２ 推 奨
値 に 基 づ い て 手 動 修 正 」 ボ タ ン を 操 作 し て 、 推 奨 値 を 修 正 す る こ と を 選 択 し た 場 合 は 、 図
８ の 設 定 値 入 力 画 面 が 表 示 さ れ る 。 こ こ で 、 各 設 定 値 は 、 ボ タ ン 操 作 に よ っ て 選 択 さ れ た
第 １ 又 は 第 ２ 推 奨 値 の 設 定 値 が そ の ま ま 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 な お 、 こ の 設 定 値 入 力 画 面 は 、 図 ６ の 設 定 値 選 択 画 面 に お い て 手 動 で 設 定 値 を 入 力 す る
こ と を 術 者 が 選 択 し た 場 合 （ す な わ ち 、 図 ６ の 「 設 定 を 自 動 的 に 行 い ま す か ？ 」 と い う 問
い 合 わ せ に 対 し て 「 Ｎ ｏ 」 ボ タ ン を 操 作 し た 場 合 ） に も 表 示 さ れ る 。 こ の 時 図 ８ に 表 示 さ
れ る 設 定 値 は 後 述 の デ フ ォ ル ト 値 が 使 用 さ れ る 。 図 ７ の 設 定 確 認 画 面 に は 、 推 奨 値 を 今 後
の デ フ ォ ル ト 値 と す る か ど う か を 選 択 す る た め の チ ェ ッ ク ボ ッ ク ス Ｃ Ｂ １ が 表 示 さ れ て い
る 。 こ の チ ェ ッ ク ボ ッ ク ス Ｃ Ｂ １ は マ ウ ス に よ っ て 操 作 さ れ る 度 に オ ン ／ オ フ が ト グ ル さ
れ る よ う に な っ て お り 、 チ ェ ッ ク ボ ッ ク ス Ｃ Ｂ １ が オ ン に な っ た 状 態 で 「 第 １ 推 奨 値 を 使
用 」 又 は 「 第 ２ 推 奨 値 を 使 用 」 ボ タ ン が 操 作 さ れ る と 、 以 降 図 ６ の 自 動 設 定 選 択 画 面 に お
い て 「 設 定 を 自 動 的 に 行 い ま す か ？ 」 と い う 問 い 合 わ せ に 対 し て 「 Ｎ ｏ 」 ボ タ ン が 操 作 さ
れ た 時 に 図 ８ の 設 定 値 入 力 画 面 に 表 示 さ れ る デ フ ォ ル ト 値 が こ こ で 選 択 さ れ た 第 １ 又 は 第
２ 推 奨 値 の 設 定 値 と な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 設 定 値 入 力 画 面 に お い て は 、 術 者 は 所 望 の 設 定 項 目 に 対 し て キ ー ボ ー ド 又 は マ ウ ス 等 を
適 宜 操 作 し て 、 設 定 値 を 入 力 す る （ 例 え ば 、 キ ー ボ ー ド を 用 い て 設 定 値 を 直 接 入 力 す る か
、 所 望 の 設 定 項 目 の 「 △ 」 （ Ｕ Ｐ ） 「 ▽ 」 （ Ｄ Ｏ Ｗ Ｎ ） ボ タ ン を マ ウ ス を 用 い て 操 作 し て
設 定 値 を 増 減 す る ） 。 次 い で 、 「 Ｏ Ｋ 」 ボ タ ン を 操 作 し て 設 定 値 の 入 力 を 完 成 さ せ る 。 こ
れ に よ っ て 、 設 定 値 が 電 子 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ に 記 憶 さ れ 、 以 降 は こ の 設 定 値 に て 各 種 画 像
処 理 が 行 わ れ る 。 ま た 、 図 ７ の 設 定 確 認 画 面 に お い て 、 「 こ の パ ラ メ ー タ で よ い で す か ？
」 と い う 問 い 合 わ せ に 対 し て 「 Ｙ ｅ ｓ 」 ボ タ ン を 操 作 し て 、 設 定 値 提 供 サ ー バ ２ ０ ０ か ら
送 信 さ れ た 設 定 値 を 使 用 す る こ と を 術 者 が 決 定 し た 場 合 は 、 そ の 設 定 値 が 電 子 内 視 鏡 装 置
１ ０ ０ に 記 憶 さ れ 、 以 降 は こ の 設 定 値 に て 各 種 画 像 処 理 が 行 わ れ る 。 ま た 、 設 定 値 入 力 画
面 に は 、 こ こ で 入 力 さ れ た 設 定 値 を 今 後 の デ フ ォ ル ト 値 と す る か ど う か を 選 択 す る た め の
チ ェ ッ ク ボ ッ ク ス Ｃ Ｂ ２ が 表 示 さ れ て い る 。 こ の チ ェ ッ ク ボ ッ ク ス Ｃ Ｂ ２ は マ ウ ス に よ っ
て 操 作 さ れ る 度 に オ ン ／ オ フ が ト グ ル さ れ る よ う に な っ て お り 、 チ ェ ッ ク ボ ッ ク ス Ｃ Ｂ ２
が オ ン に な っ た 状 態 で 「 Ｙ ｅ ｓ 」 ボ タ ン が 操 作 さ れ る と 、 以 降 図 ６ の 自 動 設 定 選 択 画 面 に
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お い て 「 設 定 を 自 動 的 に 行 い ま す か ？ 」 と い う 問 い 合 わ せ に 対 し て 「 Ｎ ｏ 」 ボ タ ン が 操 作
さ れ た 時 に 図 ８ の 設 定 値 入 力 画 面 に 表 示 さ れ る デ フ ォ ル ト 値 が こ こ で 入 力 さ れ た 設 定 値 と
な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 な お 、 術 者 は 内 視 鏡 に よ る 診 断 、 処 置 な ど を 行 っ て い る 際 に 所 定 の 操 作 （ キ ー ボ ー ド の
所 定 の キ ー を 押 す な ど ） を 行 う こ と に よ っ て 、 図 ８ の 設 定 値 入 力 画 面 を 呼 び 出 し 、 設 定 値
を 適 宜 修 正 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の 後 、 術 者 は 内 視 鏡 に よ る 診 断 や 処 置 な ど を 行 う 。 診 断 、 処 置 の 終 了 後 、 ま た は 途 中
で 術 者 は こ の 設 定 値 の 評 価 を 行 う こ と が で き る 。 評 価 を 行 う 際 は 、 図 ９ の 評 価 入 力 画 面 が
電 子 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ の モ ニ タ 上 に 表 示 さ れ る 。 術 者 は こ の 評 価 入 力 画 面 を 参 照 し て 評 価
点 を 入 力 し 、 こ れ を 設 定 値 提 供 サ ー バ ２ ０ ０ に 送 信 す る 。 ま た 、 こ の 際 、 術 者 は 術 者 自 身
の 氏 名 を 他 の 登 録 ユ ー ザ に 公 開 し て も 良 い か ど う か の 選 択 が 行 わ れ る 。 こ の 選 択 結 果 は 設
定 値 情 報 の 「 デ ー タ 公 開 の 可 否 情 報 」 と し て 設 定 値 サ ー バ ２ ０ ０ に 送 信 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 設 定 値 提 供 サ ー バ ２ ０ ０ に よ る 推 奨 値 の 算 出 は 、 以 下 の 手 順 に よ っ て 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま ず 、 第 １ 推 奨 値 の 算 出 手 順 に つ き 説 明 す る 。 電 子 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ の 術 者 の 操 作 に よ
っ て 第 １ 推 奨 値 の 提 供 が リ ク エ ス ト さ れ る （ 図 ６ ） と 、 電 子 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ は 、 術 者 の
ユ ー ザ Ｉ Ｄ 、 電 子 内 視 鏡 １ １ ０ の 機 種 Ｉ Ｄ を 設 定 値 提 供 サ ー バ ２ ０ ０ に 送 信 す る 。 な お 、
電 子 内 視 鏡 １ １ ０ の 機 種 Ｉ Ｄ は 、 電 子 内 視 鏡 １ １ ０ に 内 蔵 さ れ て い る Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ 内 に 記
憶 さ れ て お り 、 電 子 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ は Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ に 記 憶 さ れ て い る 機 種 Ｉ Ｄ を 読 み 取
り 、 こ れ を 設 定 値 提 供 サ ー バ ２ ０ ０ に 送 信 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 設 定 値 提 供 サ ー バ ２ ０ ０ の 設 定 値 演 算 ユ ニ ッ ト ２ ２ ０ は 、 最 初 に 、 受 信 し た 機 種 Ｉ Ｄ と
一 致 す る 設 定 値 情 報 を 全 て 抽 出 す る 。 次 い で 、 設 定 値 の 項 目 （ 輝 度 調 整 値 、 γ 値 調 整 値 、
エ ン ハ ン ス レ ベ ル 、 カ ラ ー バ ラ ン ス 補 正 値 ） ご と に 、 設 定 値 の ヒ ス ト グ ラ ム を 演 算 す る 。
こ の 時 、 評 価 点 を 用 い て ヒ ス ト グ ラ ム の 重 み 付 け を 行 う 。 す な わ ち 、 評 価 が 低 い 、 す な わ
ち 評 価 点 が １ で あ る よ う な 設 定 値 情 報 は － １ 回 と カ ウ ン ト し 、 ま た 、 評 価 が 高 い 、 す な わ
ち 評 価 点 が ３ で あ る よ う な 設 定 値 情 報 は ２ 回 と カ ウ ン ト す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 輝 度 調 整 値 の よ う に 、 設 定 値 の 範 囲 が 広 い （ 例 え ば － １ ２ ８ ～ １ ２ ７ ） 範 囲 を と
り う る も の に つ い て は 、 一 定 の 範 囲 ご と に 設 定 値 を グ ル ー プ 化 し た 上 で ヒ ス ト グ ラ ム を 作
成 す る 。 す な わ ち 、 例 え ば 輝 度 調 整 値 に つ い て は 、 設 定 値 が － １ ２ ８ ～ － ９ ７ 、 － ９ ６ ～
－ ６ ５ 、 － ６ ４ ～ － ３ ３ 、 － ３ ２ ～ － １ 、 ０ ～ ＋ ３ １ 、 ＋ ３ ２ ～ ＋ ６ ３ 、 ＋ ６ ４ ～ ＋ ９ ５
、 ＋ ９ ６ ～ ＋ １ ２ ７ 、 を と る も の を 夫 々 １ グ ル ー プ と し 、 グ ル ー プ 毎 に 頻 度 を カ ウ ン ト す
る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の よ う に 、 ヒ ス ト グ ラ ム を 作 成 し た う え で 、 設 定 値 の 項 目 の そ れ ぞ れ に つ い て 、 最 も
頻 度 の 高 い 設 定 値 を 推 奨 す る 設 定 値 と し て 選 択 す る 。 例 え ば 、 設 定 値 情 報 の サ ン プ ル 数 が
１ ０ ０ で 、 輝 度 調 整 値 が 下 記 の 表 １ に 示 す よ う な 分 布 を 示 し て い る 場 合 は 、 輝 度 調 整 値 －
６ ４ ～ － ３ ３ が 推 奨 す る 設 定 値 と し て 選 択 さ れ る 。 な お 、 実 際 の 推 奨 設 定 値 は 、 － ６ ４ ～
－ ３ ３ の 中 間 で あ る － ４ ８ と な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 以 上 算 出 さ れ た 推 奨 設 定 値 は 、 第 １ 推 奨 値 と し て 電 子 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ に 送 信 さ れ る 。
な お 、 評 価 点 に よ る 重 み 付 け を 行 わ ず 、 頻 度 の み で 第 １ 推 奨 値 を 決 定 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 以 上 算 出 さ れ た 第 １ 推 奨 値 は 、 複 数 の 電 子 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ の 使 用 者 全 員 の 設 定 値 に 基
づ い て 算 出 さ れ る も の で あ る 。 し た が っ て 、 こ の 第 １ 推 奨 値 に は 術 者 の 嗜 好 な ど が 考 慮 さ
れ て い な い 。 そ こ で 、 術 者 が 過 去 に 送 信 し た 設 定 値 に 基 づ い て 、 サ ー バ ２ ０ ０ は 第 ２ 推 奨
値 を 算 出 し 、 こ れ を 子 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ に 送 信 す る 。 具 体 的 に は 、 ス ト レ ー ジ ２ ２ ０ 内 に
保 存 さ れ た 設 定 値 情 報 の う ち 、 設 定 値 の 推 奨 値 の 提 供 を リ ク エ ス ト し た 術 者 の ユ ー ザ Ｉ Ｄ
及 び こ の 術 者 が 使 用 し て い る 電 子 内 視 鏡 １ １ ０ の 機 種 Ｉ Ｄ を 有 す る 物 を 全 て 抽 出 す る 。 次
い で 、 抽 出 し た 設 定 値 情 報 の う ち 重 み 付 け 後 の 頻 度 が も っ と も 大 き い 設 定 値 情 報 を 第 ２ 推
奨 値 と す る 。  以 上 の 手 順 に て 決 定 し た 第 ２ 推 奨 値 は 、 電 子 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ に 送 信 さ れ
る 。 こ れ ら の 第 １ 、 第 ２ 推 奨 値 は 図 ７ の 設 定 値 確 認 画 面 に 表 示 さ れ る こ と に な る 。 な お 、
こ の 内 視 鏡 １ １ ０ に つ い て 術 者 が 評 価 を 行 っ て い な い 場 合 、 又 は 評 価 点 が ３ で あ る よ う な
設 定 値 が 存 在 し な い 場 合 は 、 第 ２ 推 奨 値 の 算 出 を 行 わ な い 。 こ の 場 合 に は 図 ７ の 第 ２ 推 奨
値 の 表 示 エ リ ア に は 設 定 値 は 表 示 さ れ ず 、 ま た 、 図 ７ の 「 第 ２ 推 奨 値 を 使 用 」 「 第 ２ 推 奨
値 に 基 づ い て 手 動 修 正 」 ボ タ ン は 操 作 で き な い よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 実 施 形 態 の 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム １ は 、 術 者 が 他 の 術 者 の 設 定 値 を 閲 覧 す る 為 の 設 定 値
閲 覧 機 能 を 有 す る 。 術 者 が 電 子 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ を 操 作 し て 所 望 の 術 者 の 氏 名 を 入 力 し て
こ の 術 者 の 設 定 値 の 取 得 を リ ク エ ス ト す る と 、 電 子 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ か ら そ の 術 者 の 氏 名
が 設 定 値 提 供 サ ー バ ２ ０ ０ に 送 信 さ れ る 。 設 定 値 提 供 サ ー バ ２ ０ ０ は 、 受 信 し た 術 者 の 氏
名 を 用 い て ス ト レ ー ジ ２ ２ ０ 内 に 記 憶 さ れ た 登 録 情 報 を 検 索 し 、 そ の 術 者 の ユ ー ザ Ｉ Ｄ を
特 定 す る 。 さ ら に 、 こ の ユ ー ザ Ｉ Ｄ を 含 み 、 且 つ 「 デ ー タ 公 開 の 可 否 情 報 」 に お い て 設 定
値 と 術 者 氏 名 の 公 開 が 許 可 さ れ て い る よ う な 設 定 値 情 報 を 抽 出 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 次 い で 、 設 定 値 提 供 サ ー バ ２ ０ ０ 、 こ の 抽 出 し た 設 定 値 情 報 の う ち 、 所 定 の 条 件 （ 例 え
ば １ ヶ 月 以 内 に 評 価 さ れ た 設 定 値 で あ る 、 又 は 評 価 点 が ３ の 設 定 値 で あ る 、 等 ） に 合 致 し
た も の を 選 択 し 、 こ れ を 電 子 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ に 送 信 す る 。 電 子 内 視 鏡 装 置 は こ の 設 定 値
情 報 を 受 信 す る と 、 そ の 内 容 （ 設 定 値 及 び 評 価 点 ） を モ ニ タ に 表 示 す る 。 こ れ に よ っ て 、
術 者 は 他 の 術 者 の 設 定 値 お よ び そ の 設 定 値 に 対 す る 評 価 を 知 る こ と が で き 、 こ の 設 定 値 を
参 考 に し て 、 設 定 値 を 適 宜 調 整 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 形 態 の 構 成 に よ れ ば 、 電 子 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ の 術 者 は 、 適 切 な 設
定 値 を 設 定 値 提 供 サ ー バ ２ ０ ０ か ら 取 得 す る 、 及 び ／ ま た は 他 の 術 者 に よ る 設 定 値 を 閲 覧
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す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 の シ ス テ ム を 電 子 内 視 鏡 １ １ ０ や 電 子 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ の フ ィ ー ル ド
テ ス ト に 使 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。 こ の シ ス テ ム を フ ィ ー ル ド テ ス ト に 使 用 す る こ と に
よ っ て 、 多 数 の 術 者 に よ る 設 定 値 と 評 価 値 と を 速 や か に 集 め る こ と が 可 能 と な り 、 こ の 結
果 か ら 最 適 な 設 定 値 を 算 出 す る こ と が で き る 。 こ の 結 果 得 ら れ た 設 定 値 を 電 子 内 視 鏡 １ １
０ の Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ に 記 憶 さ せ て お く こ と に よ っ て 、 電 子 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ を 設 定 値 提 供 サ
ー バ ２ ０ ０ に 接 続 し な い 、 ス タ ン ド ア ロ ン の 状 態 で 使 用 す る 場 合 で あ っ て も 、 適 切 な 設 定
値 が 選 択 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 機 種 Ｉ Ｄ は 電 子 内 視 鏡 装 置 に 接 続 さ れ て い る 電 子 内 視 鏡
の 機 種 Ｉ Ｄ で あ る が 、 こ の 代 わ り に 電 子 内 視 鏡 装 置 の 機 種 Ｉ Ｄ を 用 い て も よ く 、 ま た 、 電
子 内 視 鏡 装 置 の 機 種 Ｉ Ｄ と こ の 電 子 内 視 鏡 装 置 に 接 続 さ れ て い る 電 子 内 視 鏡 の 機 種 Ｉ Ｄ の
双 方 を 設 定 値 提 供 サ ー バ に 送 信 す る 構 成 と し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム の 全 体 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 設 定 値 提 供 サ ー バ の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 設 定 値 提 供 サ ー バ に 記 憶 さ れ て い る 設 定 値 情 報 の 一 例 で あ る 。
【 図 ４ 】 電 子 内 視 鏡 装 置 の モ ニ タ に 表 示 さ れ る ロ グ イ ン 画 面 の 一 例 で あ る 。
【 図 ５ 】 電 子 内 視 鏡 装 置 の モ ニ タ に 表 示 さ れ る ユ ー ザ 登 録 画 面 の 一 例 で あ る 。
【 図 ６ 】 電 子 内 視 鏡 装 置 の モ ニ タ に 表 示 さ れ る 自 動 設 定 選 択 画 面 の 一 例 で あ る 。
【 図 ７ 】 電 子 内 視 鏡 装 置 の モ ニ タ に 表 示 さ れ る 設 定 確 認 画 面 の 一 例 で あ る 。
【 図 ８ 】 電 子 内 視 鏡 装 置 の モ ニ タ に 表 示 さ れ る 設 定 値 入 力 画 面 の 一 例 で あ る 。
【 図 ９ 】 電 子 内 視 鏡 装 置 の モ ニ タ に 表 示 さ れ る 評 価 入 力 画 面 の 一 例 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 　 １ 　 　 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム
１ ０ ０ 　 　 電 子 内 視 鏡 装 置
１ １ ０ 　 　 電 子 内 視 鏡
１ ２ ０ 　 　 電 子 内 視 鏡 用 プ ロ セ ッ サ
２ ０ ０ 　 　 設 定 値 提 供 サ ー バ
２ １ ０ 　 　 設 定 値 演 算 ユ ニ ッ ト
２ ２ ０ 　 　 ス ト レ ー ジ
２ ３ ０ 　 　 ネ ッ ト ワ ー ク ア ダ プ タ
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

(10) JP 2008-12180 A 2008.1.24



专利名称(译) 电子内窥镜系统

公开(公告)号 JP2008012180A 公开(公告)日 2008-01-24

申请号 JP2006188435 申请日 2006-07-07

[标]申请(专利权)人(译) 旭光学工业株式会社

申请(专利权)人(译) 宾得株式会社

[标]发明人 斉藤典子

发明人 斉藤 典子

IPC分类号 A61B1/04 G02B23/26 H04N7/18

FI分类号 A61B1/04.362.J G02B23/26.D H04N7/18.M A61B1/00.680 A61B1/00.685 A61B1/045.610

F-TERM分类号 2H040/FA13 4C061/AA00 4C061/BB00 4C061/CC00 4C061/DD00 4C061/FF11 4C061/JJ19 4C061
/NN07 4C061/YY02 4C061/YY14 5C054/AA01 5C054/DA08 5C054/ED03 5C054/ED13 5C054/EE06 
5C054/GA01 5C054/HA12 4C161/AA00 4C161/BB00 4C161/CC00 4C161/DD00 4C161/FF11 4C161
/JJ19 4C161/NN07 4C161/YY02 4C161/YY07 4C161/YY14

其他公开文献 JP4864576B2

摘要(译)

解决的问题：提供一种具有连接到预定网络的多个电子内窥镜设备的电
子内窥镜系统，其中，电子内窥镜设备的用户从另一电子内窥镜设备的
用户接收消息。 （EN）提供一种能够获得高度评价的用于设置电子内窥
镜设备的设置值的方法。 电子内窥镜系统包括设定值提供服务器和电子
内窥镜，该设定值提供服务器被配置为经由网络连接到多个电子内窥镜
设备，从而能够与多个电子内窥镜设备进行数据通信。 设置值发送装
置，用于将设备的操作参数的设置值发送到服务器和设置值提供服务
器，用于从多个电子内窥镜设备接收设置值的设置值接收装置，以及设
置值接收装置。 基准设定值产生装置，用于基于由该装置接收到的设定
值来产生基准设定值，以及基准设定值发送装置，其被构造为能够将基
准设定值发送给多个电子内窥镜设备。 和。 [选型图]图1
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